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強相関電子系、特に高温超伝導体や重い電子系

超伝導体で発見された異方的超伝導の研究は 40

年近い歴史を刻んできました。私自身はその後半

約 20 年の間なんらかの形でその分野に関わって

きました。その間に幾つかのブレークスルーがあ

り、20 年前には想像できなかった形で発展してい

るように思います。私自身の印象について最近雑

文 [1] を寄稿しましたのでご興味がある方はどう

ぞご笑覧ください。

　超伝導研究のブレークスルーの一つがトポロジ

カル超伝導であったことは疑いありません。スピ

ン三重項超伝導体をはじめ異方的超伝導体はトポ

ロジカル超伝導体の有力な候補です。それだけで

なく、トポロジカル超伝導の研究は異方的超伝導

体の性質を見直す重要な契機にもなりました。ト

ポロジカル周期表からも明らかなように、系の対

称性とトポロジーの間には非自明な関係があり、

両 者 の 相 補 的 な 理 解 が 重 要 で す。 私 達 は 超 伝 導

体の対称性とトポロジーに関する幾つかの研究を

行っています。

(1) 非共型空間群に守られたメビウス型トポロジカ

ル超伝導

　非共型空間群に属する結晶では波数空間にメビ

ウス的な構造が現れるため、通常とは異なるトポ

ロジカル相が可能になります [2]。そのようなメビ

ウス型トポロジカル絶縁体の候補として KHgSb と

CeNiSn が提案されており、KHgSb に対しては実

験的証拠も得られています。一方、メビウス型ト

ポロジカル超伝導体に関しては、具体例が知られ

ていませんでした。私達は UPt3[3] と UCoGe[4] が

それぞれ Z2, Z4 メビウス型トポロジカル超伝導体

であることを示しました。

(2) ギャップレス超伝導体の対称性とトポロジー

　異方的超伝導体のギャップ構造に関する理論
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として所謂 Sigrist-Ueda 流の群論的分類学が長く

採用されてきました。しかしこの枠組みは厳密で

ないため、対称性とトポロジーに基づいて超伝導

ギャップ構造を精密に理解する試みが各地で進め

られています。私達は非共型空間群対称性に守ら

れた線ノードの分類 [5,6] と対称線上の点・線・面

ノードの分類 [6] を行いました。既知のノードの

安定性を示す多くの結果に加えて、未知のギャッ

プ構造であったブロッホ状態の角運動量に依存す

る点ノードを発見しました [6]。それが実現する物

質として UPt3 や UBe13 などを提案しました。
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